公衆衛生看護学実習　様式9-1

	
	領　域
	既存資料情報（資料からの情報抽出）
※健康に貢献するプラス情報は青、阻害するマイナス情報は赤で記入。
	地区踏査情報（インタビューや観察）
※インタビューか観察かを分けて記入
	情報源
	顕在化・潜在化している健康課題のアセスメント
発生予防に役立っている健康要因・生活要因

	地域にくらす人々
	1.歴史
	
	
	
	

	
	2.人口動態
	
	
	
	

	
	3.住民の様子
	
	
	
	

	
	4.価値観と信条
	
	
	
	

	地域を構成する要素
	1.物理的環境
	
	
	
	

	
	2.保健医療と
社会福祉
	
	
	
	

	
	3.経　済
	
	
	
	

	
	4.安全と交通
	
	
	
	

	
	5.政治と行政
	
	
	
	

	
	6.ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
	
	
	
	

	
	7.教　育
	
	
	
	

	
	8.ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ
	
	
	
	

	地域の
印象
	1.住民
	
	
	
	

	
	2.自分の認識
	
	
	
	


地域診断用情報記録　　地区診断エリア名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　グループで1部作成　
※　地区踏査の方法：仮説検証（あらかじめ仮説を立てて地区踏査で実証していくこと）と事実検証（憶測せずに事実をありのままに感じること）で得られた情報を繋ぎアセスメントする
※　記入スペースが不足する場合は別紙を作成する。
※健康に貢献するプラス情報は青で、健康を阻害するマイナス情報は赤で記入。





※健康に貢献するプラス情報は青で、健康を阻害するマイナス情報は赤で記入。





※健康に貢献するプラス情報は青で、健康を阻害するマイナス情報は赤で記入。
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